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事
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8月のわたしたち

組合員数 257,014人 ［99.5%］
　　加入 3,189人 ［90.2%］
　　脱退  　3,355人 ［79.5%］

出資金 　6,772,064千円
 ［101.1%］
1人当たりの出資金 26,349円
 ［101.8%］
1人当たりの利用高 6,118円
 ［99.2%］

総事業高 　14,609,873千円
 ［94.2%］
共同購入事業  14,022,066千円
弁当配食事業 156,560千円
生活文化事業    84,979千円
生活支援事業 28,944千円
その他事業  317,323千円

※［　　］内は前年比2022年8月20日現在

11
月
17
日（
木
）、12
月
15
日（
木
）

■有機米拡大の救世主
　減り続ける有機米、生産者の高齢化や人手不足で除草に手が
回らない…この問題を解決するのが「アイガモロボ」です。東
都生協は、このアイガモロボを開発した有機米デザイン㈱に出
資し、人と環境に優しい有機米の栽培を支援します。

■2023年、いよいよ市販化
　2022年は、実証実験（無償貸与）として日本全国で210台
のアイガモロボが稼働しました。東都生協では12の産直産地で
18台が活躍。そして2023年新春、いよいよアイガモロボが市
販化されます。

■「アイガモロボ応援隊！」募集
　11月5回～ 12月2回で、このロボットを生産者に贈るための
「アイガモロボ応援隊！」を募集します。
　みんなで少しずつお金を出し合って（募金1口1,000円～）、
有機米の最大の課題を生産者と一緒に解決しませんか。募金を
していただいた組合員には、アイガモロボの活躍の様子や有機
米の栽培、稲の生育の様子、生産者の生活や産地の情報をお
届け予定。有機農業の意義を知り、生産者、産地のことを身近
に感じ、収穫の秋を楽しみにお待ちください。
　月1回、産地リレーで2kg米が届く、登録アイガモロボリレー
米（仮称）も企画します。

「アイガモロボ応援隊！」募集
東都生協2030年ビジョン　～食と農の感動体験を通じて、みんなの未来をしあわせに～

募金の申し込み方法など「アイガモロボ応援隊！」の詳細は、
11月14日（月）～18日（金）配付の別チラシをご覧ください。

組合員が生産に関わり、産地を応援する仕組み
　持続可能な社会を組合員と生産者が一緒に作る企画
を、今後たくさん実現したいと考えます。例えば、みか
んの苗を組合員が産地に贈り、耕作放棄地ではなく、み
かんのある風景を残す取り組み（仮称：未来につなぐみ
かんの木）なども検討しています。

　アイガモロボの動力は、自然エネルギーで
す（ソーラーパネルとバッテリー）。スマホア
プリであらかじめ登録した田んぼに航路を設
定し、搭載したGPSで自分の位置を確認しな
がら自動航行をします。
　特殊な形状のスクリューが田んぼの泥をかき
回し、田んぼを濁らすことで抑草をします。
田んぼの表面の土はとろとろになり、芽を出し
た雑草も根付けず、アイガモロボが泥をかき
上げたときに水面に浮いてきます。
　朝、タイマーで目が覚めると、黙々とサボる
こともなく田をかき回し続け、夕方、田んぼ
の真ん中でお休みします。

　2023年6月10日、東都生協は設立50年を迎えます。
持続可能な社会の実現を見据え、2021年には「東都
生協2030ビジョン」を策定しました。
　「アイガモロボ応援隊！」は、組合員が生産に関わり、
生産者と一緒になって、産地の自然と農業を守る取り組
みです。食と環境への貢献を通じて、みんなでサステナ
ブルな未来をつくりませんか！

東都生協2030年ビジョン
基本理念 × SDGs

アイガモロボの仕組み

レポート 2022年
11・12月号

　来日されて15年、愛知県在住のナ
ターリヤさんとアンジェリカさんを迎え、
ウクライナの歴史や文化、戦禍の中で暮
らす人たちの現況を伺いました。破壊さ
れた街、不自由な地下室での生活、子ど
もの病気、市民への無差別攻撃におび
える日々。報道では感じ取れない、残忍
で凄惨な被害を伝える生の声に胸が詰
まります。
　「全世界でこの戦争を止めないと、さら
に被害が広がる」「世界の平和は努力しな
ければつくれない」…辛い心情の中、語ら
れたお二人の言葉を心に刻みました。
 ＊この企画は会場とオンラインで60人を超える
参加がありました。

「組合員組織と活動のあり方 今後の進め方説明会」

　工作キット（昆虫4種）を使った親
子工作体験。足と角は自分で作って
もらえるように小枝も準備しました。
講師の地域コーディネーター、サポー
ター、お父さんたちが、枝の切り方な
どをアドバイス。１時間ほどで仕上が
り、「自然の木が良い」「かっこいいク
ワガタやカブトムシが作れてうれし
い」と子どもたちは大喜びでした。工
作後は、日本の森林と作物について
の紙芝居。「今回のキットは、荒れて
手入れもされていない宮城県の杉林
の『除伐材』を利用しています」という
お話から、国産材、輸入材、国産作物
や環境保全などを学びました。親御
さんからも、「子どもにも分かりやす
かった」と好評でした。

　
第
48
回
通
常
総
代
会
（
6
月
16
日
開
催
）
で
確
認
さ
れ
た

2
0
2
2
年
度
方
針
の
中
の
活
動
計
画
の
一
つ
、
「
組
合
員
活
動

の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
見
直
し
の
論
議
」
を
進
め
る
た
め
の
説

明
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
10
年
前
と
比
べ
、
組
合
員
の
生
活
ス
タ

イ
ル
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
多
く
の
組
合
員
が
こ
れ
か
ら
も

活
動
や
東
都
生
協
に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
1
人
か
ら
で
も

参
加
で
き
、
地
域
の
つ
な
が
り
に
も
目
を
向
け
た
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タ
イ
ル
を
組

合
員
と
共
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
に
6
月
末
〜
7
月
初
頭
に
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
行
い
、
合
計
1
1
2
人
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
体
で
「
組
合
員
組
織
の
活
動
の
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と
課
題
」
と
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こ
れ
か

ら
の
組
合
員
活
動
の
め
ざ
す
姿
（
骨
子
案
）
」
に
つ
い
て
理
事
会

が
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
全
体
ま
た
は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の
意
見
交
換
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
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れ
ま

し
た
。

　
参
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。
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に
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、
自
治
体
別

連
絡
会
へ
の
説
明
会
も
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
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代
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議
や
各
地
域
連

絡
会
で
、
さ
ら
に
意
見
を
聞
く
機
会

を
持
ち
な
が
ら
、
理
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を

深
め
て
い
き
ま
す
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活
動

に
参
加
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れ
て
い
な
い
組

合
員
か
ら
意
見
を
伺
う
機

会
も
考
え
て
い
ま
す
。

ウクライナの方に聞く
―ロシアによる侵攻―

平和を考える
浅川地下壕の見学会

「夏休み親子企画」 
木の枝でつくる森の虫たち
7月24日 第8地域委員会8月7日 第６地域委員会8月25日 第3地域委員会

　浅川地下壕（八王子市）は、第２次世界大
戦下に高尾駅（旧浅川駅）西南側の山稜に
陸軍の倉庫として掘られ（総延長10km）、
終戦間際には軍用機エンジンを製造するた
めに使われました。講師の浅川地下壕を守る
会•中田均さんの説明を聞きながら、高尾駅
から現地へ。地下壕内は岩肌がむき出しで足
元は真っ暗なため、懐中電灯で照らし、ヘル
メット着用で見学。ダイナマイトを詰める穴•ト
ロッコの枕木など当時の面影が残り、「高尾
にこんな施設があったとは」「この地下壕の
ことを広めたい」という感想も。同守る会は
月1回見学会を開催、近隣の高校生たちも
浅川地下壕を保存し伝える活動を始めてい
るそう。戦跡を守り、平和を伝えていく必要
があると、改めて考える機会となりました。

平和募金企画 平和募金企画

JAやさと、東都生協組合員の実験田

「母国にとどまる家
族や友人と毎日連絡
を取っています」と語
るアンジェリカさん

「日本ウクライナ文化
協会」副理事長のナ
ターリヤさん。両国の
文化交流や避難民の
受け入れなどの活動
を続ける

1999年、隠されていたたくさんのダイナマイト
が発見され、自衛隊が撤去するための足場がこ
こに組まれた

集
会
型
4
回
と
オ
ン
ラ
イ
ン
型

1
回
の
計
5
回
開
催

せいさん
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